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「80歳までに事業承継を」と目標に掲げてい
た山本さんは、山口県事業承継・引継ぎ支援セ
ンターに勤務している知人から、山口県信用保
証協会の事業承継特別保証制度の活用を紹
介されます。保証人不要の同制度を活用した
上で事業承継を進めるべく、具体的な準備を
始めました。
まず承継計画書を作成し、それにより事業承
継完了までのスケジュールを把握。次に収益改
善を図るべく、早期経営改善計画策定支援事
業を活用し、2024年５月に事業計画書を策定
しました。
それを基に、後継者候補である角谷専務とと

もに収益改善に着手、2025年７月期決算で下
記事業承継特別保証制度利用要件（※）を満た
すことができ、2026年３月には事業承継特別
保証制度を活用した、融資実行に至りました。
今回のように従業員承継（第三者への承継）
の際にネックとなるのが経営者保証であり、後
継者決定後、山本さんと角谷さんが一つの目
標に向かって協力・努力し、収益改善に取り組
む体制を構築、かつ収益改善を果たせたこと
が、円滑な事業承継に向けた準備を成功させ
たカギといえます。
（※）事業承継特別保証制度の利用要件（事
　　　業承継を３年以内に行う承継計画を有
　　　する法人）
①資産超過であること。
②ＥＢＩＴＤＡ有利子負債倍率が10倍以内で
　　あること。
③法人・個人の分離がなされていること。

④返済緩和している借入金がないこと。
企業の経営を信頼できる後継者に引き継ぐ
事業承継は、企業の存続に関わる重要な取り組
みとなっています。後継者不在もしくは事業承
継が難航し、廃業せざるを得ない企業も増加し
ており、事業承継の重要性は増しています。
山口県信用保証協会では、事業承継特別保
証制度の活用を推進しています。また、山口県
中小企業診断士協会と連携して行う経営支援
強化事業において、事業承継に関しての診断
を行い、支援機関である山口県事業承継・引継
ぎ支援センターとも連携を図りながら、企業の
事業承継をサポートしています。

山本さんの後継者に決定した角谷さんは、
化学機器卸会社の営業マンとしてユキエンジ
ニアリング株式会社に出入りしていました。
元々、同社をとても魅力的に感じていた角谷

さん。地元のこんな小さな企業が作っている製

品が国内外にまで行き渡り、今この瞬間も使わ
れているということが、外部の人間でありなが
らも誇らしく思っていたそうです。
その気持ちが、後継者を引き受けると決断し

た一番の決め手となり、入社した今でもその気
持ちに変わりはありません。それどころか、
益々強くなっているとのこと。
説得の場での山本さんの率直で誠実な対応

と、細やかな心遣いに感動したことも、決め手
の一つとなりました。そして、会社を背負うこと
の不安が払拭され、覚悟を決めた角谷さんは
勤めていた会社を2024年に円満退職し、ユキ
エンジニアリング株式会社に入社、2025年に
は専務取締役となりました。
昔から社長になりたいという漠然とした願望
があった角谷さんですが、経営の知識は全くな
かったので、山口県主催の後継者養成講座「後
継者塾」を第５期生として受講し、基本のマネジ
メントを学びました。現在は営業マンとして国
内外を飛び回りながら、経営者として成長する
ために研鑽を積む日々を送っています。
「会社を引き継ぐ者としての大きな目標は、
次の節目となる創業80周年を無事に迎えられ
るよう事業の継続を図る。そのためには企業の
使命として技術を伝承し、顧客の多岐にわたる
ニーズに応えるための技術力と開発力を磨き、
産業の発展と環境保全を支え、社会貢献に寄
与する企業であり続けたい」。
そう語る角谷さんの目は、未来の可能性を
信じて輝いています。

美祢高校卒業後、小野田職業訓練校で整備
士資格を取得した山本さんは、下関市の自動
車ディーラー等に勤務した後、１９７９年にオイ
ルクリーナーの開発・製造を手がける個人事業
を起業しました。ニーズの掘り起こしとマーケ
ティングの拡張を目指しての、独立・起業でし
た。山本さんのアイデアと技術力、製品の性能
は徐々に業界で認められるようになり、業績を
伸ばし、起業して５年で法人化を果たしました。
山本さんが一貫して製造してきたオイルク

リーナーとは、有資源である工業用油をリサイ
クルする機械のことで、使用済みの油を濾過し
てきれいな油に再生するものです。製品名が
「CAN-DO OIL.CLEANER.（キャンドゥオイル
クリーナー）」というその装置は、油圧機器や潤
滑油のメンテナンス業界において知名度が高
く、作動油の汚染管理や油圧トラブル回避の面
で高く評価されています。

同社は国や山口県内の中小企業支援機関
（公益財団法人やまぐち産業振興財団、山口県
産業技術センター）の情報・支援制度と補助金
をフル活用し、新製品開発、特許出願にも取り
組んできました。その結果、自動組立装置や自
動検査装置等の開発・製造・販売も手がけるよ
うになり、今では大手有名企業の製品開発の一
翼を担っています。また、チャレンジ精神旺盛な
山本さんは、産学官共同研究を通して他分野に
も積極的に参画し、医療福祉産業や金属加工・
鍛造分野の開発にも関わるようになりました。

少量多品種の小さなメーカーを目指し、多
方面にわたる産業に貢献し、国内外に約200
社の取引先を持つ同社は、社員わずか６名の
町工場。まさに小さな巨人といえるでしょう。
その小さな巨人を育ててきた山本さんは、
会社の理念と技術の伝承のために、後継者選
びを数年前から進めてきました。80歳までに
は事業承継をしたいと考えていた中で最終的
に指名したのが、取引先の営業マン角谷さん
でした。
角谷さんを説得するに当たって、第三者であ

る公的機関も交え、事業の現況、将来性などに
ついて忌憚のない説明をしました。その誠意の
ある対応が角谷さんの心を動かし、お互いが
「継いでもらえる」「継がしてもらえる」という
「相思相愛」の仲となり、その瞬間に後継者が
決定しました。

ユキエンジニアリング株式会社

代表取締役　山本　清美さん
専務取締役　角谷　浩之さん

かくたに

山本清美さんがオイルクリーナー製造の個人事業を
創業したのは、1979年11月。その5年後の1984年８月
にはユキエンジニアリング株式会社として法人化し、山
本さんは代表取締役社長に就任しました。
以来42年、大きく成長した同社は2026年８月に43期

目を迎えます。その節目に向けて社長交代の計画を進め
てきた山本さんが後継者として指名したのは、他社の営
業マン、角谷浩之さんでした。
創業者である山本さんと後継者となる角谷さんのお
二人に、事業承継に向けてのお話を伺いました。
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